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福島第一原子力発電所(1F)の格納容器燃料デブリの取り出しのために, デブリ中での成分分布等を含めた包

括的な予測が求められている。本稿では, 複数の事故シナリオを基に, 溶融金属拡散試験と高温アーク溶解試

験を行い, 事故シナリオの違いが燃料デブリに与える影響について報告する。 
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1. 緒言 

1F事故進展解析及び炉内調査結果等により, 1F各号機で事故シナリオが異なる可能性が示唆されている[1]。

このような事故シナリオの違いが燃料デブリの特性に与える影響を検討することは, デブリ取り出し工法の

最適化や取り出し時に派生する種々のマネジメント方法を検討するにあたり極めて重要である。本研究では, 

各号機で発生する可能性のある事故シナリオを選定し, そのシナリオに基づいて熱流動的視点の溶融金属拡

散試験と材料的視点の高温アーク溶解試験を行った。 

2.  研究方法 

溶融金属拡散試験の実験体系を図１に示す。模擬材には燃料成分と構造材成分間で比重比の似ている低融

点合金を用いる。拡散の様子をカメラで捉え, モデル式の作成及び無次元数評価を行うことによって溶融金

属の拡散と凝固に関する支配的なパラメータの検討を行う。またアーク溶解試験の試験体系を図２に示す。

Hf, Zr からなる燃料由来模擬材と SUS316L の構造材模擬材を下部に穴の空いた黒鉛坩堝の中に入れ, アーク

溶解させる。黒鉛坩堝の穴から流出した模擬燃料デブリ試料を SEM-EDX 等で分析し, 評価する。 

3.  試験結果及び結論 

試験結果を表１に示す。二つの試験結果をまとめたところ, シナリオによらない共通事項とシナリオ特有

の結果が得られた。事故シナリオの違いにより, 燃料デブリの性状が異なる可能性が示唆された。 
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図 1 拡散試験実験体系 図 2 高温試験実験体系 

表 1 試験結果一覧 
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